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溶接金網・鉄筋格子
　溶接金網は、鉄線を縦横に配列しその交点
を電気抵抗溶接して格子状にした製品です。
　JIS認証取得工場で生産された溶接金網は
材質、網目、長さの全てにおいて正確で配筋
も乱れず作業性が良好でコンクリート打設時
の乱れもありません。
　コンクリートの亀裂防止補強材として土木
建築の基礎、床、壁などの多様な用途に使用
されています。

●きれつ分散による耐久性の向上が得られ、維持費が節約できます。
●温度変化、収縮変化などにより生ずる応力によるひび割れの防止。
●普通鉄筋に比べて許容応力度が高いので鉄筋量を減らせ鋼材料の節約となります。
●負荷荷重が、縦横の抗張力の高い溶接金網にかかるので、比較的細径でも大きな
負荷荷重に耐えられます。

●縦線に溶接された横線のせん断強度（溶接点のはく離に耐える力）によってコンク
リートとの付着効果を発揮します。（溶接点せん断強さは250N/ｍ㎡以上）、従って
継ぎ手方法は「重ね合わせ継ぎ手」となります。

※日本建築学界編　鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説（RC基準、2010年版）

＜16条　付着および継手＞
（6）溶接金網の重ね継ぎ手は、重ね長さを最外端の横筋間で測った距離とし、横筋間
隔に50ｍｍを加えた長さ以上かつ150ｍｍ以上とする。

※1㎡当りの重量（ｋｇ）、○は在庫品を示し
ます、標準サイズは1.5ｍｘ6.0ｍです。
　上記サイズ以外に、幅は2ｍ以下、長
さ8ｍ以下であれば現場に合わせて製
作いたします。
　異形棒鋼D4、D5でも製作いたします。
ご相談下さい。　
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構造的利点構造的利点

継ぎ手方法（溶接金網）継ぎ手方法（溶接金網）

継ぎ手方法（鉄筋格子）継ぎ手方法（鉄筋格子）

●少数の配筋工で、熟練工でなくても
施工でき労務工数を削減できます。
●工程計画、工程管理、品質管理が
単純化されます。
●配筋精度が正確で、配筋作業が
容易です。

施工上の利点施工上の利点

＜溶接金網＞
JIS G 3532（鉄線）に適合したコンクリート
用鉄線SWM-Pを使用し製作しています。

＜鉄筋格子＞
JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼)
に適合した異形棒鋼を使用し製作してい
ます。

●建築（床、壁、屋根）
　デッキプレート、屋根防水工事の補強、
土間、開口部補強
●土木
  （道路、港湾、空港、法面保護、トンネル）
　エプロン舗装、コンクリート舗装、コン
クリート二次製品、フェンス
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